
下北風力発電事業

株式会社グリーンパワーインベストメント

青森県下北丘陵の中心を北から南にはしる尾根（むつ市、東通村、六カ所村、横浜町
の市町村境付近）

事業の内容

風力発電所設置事業
・風力発電所出力：最大１３０，０００ｋＷ
・風力発電機の台数：定格出力２，５００～３，２００ｋＷ級風力発電機を設置
・ハブ高さ：８５ｍ～９９ｍ
・ロータ径：約１０３ｍ

工事の内容

工事開始：平成３０年４月（予定）
工事内容：
道路工事：約１０ヶ月
造成・基礎工事：約１１ヶ月
据付工事：約８ヶ月
電気工事：約１６ヶ月

大気質

対象事業実施区域及びその周辺には一般環境大気測定局が２局（むつ市、六ヶ所村）
存在する。測定を実施している項目のうち、両測定局の光化学オキシダントは環境基
準を達成していない。なお、対象事業実施区域及びその周辺では、一酸化炭素及び微
小粒子状物質の測定は行われていない。

騒音・超低周波音

対象事業実施区域及びその周囲における一般環境騒音、自動車交通騒音、航空機騒
音及び低周波音の測定は行われていない。また、むつ市における騒音に係る苦情件
数は、平成２０年度３件、平成２１年度０件、平成２２年度０件、平成２３年度２件、平成
２４年度３件となっている。低周波音に係る苦情件数は集計されていない。

振動
青森県では、振動に係る調査は実施されていない。また、むつ市における振動に係る
苦情件数は、平成２０年度から平成２４年度まで、０件となっている。

水質

対象事業実施区域及びその周囲では２地点において測定が実施されている。環境基
準の類型指定がなされている河川は無いが、２地点ともに水素イオン濃度（ｐＨ）、溶存
酸素量（ＤＯ）、生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）、浮遊物質量（ＳＳ）は環境基準を下
回っているが、大腸菌群数は環境基準を上回っている。また、健康項目に係る測定結
果については、各項目とも環境基準を下回っている。

地形・地質

対象事業実施区域はそのほとんどが小起伏山地となっている。東側は、小起伏山地が
太平洋に面し、西側は、大起伏丘陵地や中位ローム台地が主な地形となっており、比
較的なだらかな地形が陸奥湾に面している。また、対象事業実施区域の表層地質は、
大分類では火山性岩石、小分類では安山岩質集塊岩が主な地質となっている。対象
事業実施区域の西側、陸奥湾に伸びる丘陵地から台地にかけては砂岩・シルト質砂
岩及びローム質火山灰が分布している。典型地形として、袰部（ホロベ）海岸（海成段
丘）、小田野沢～老部（浜堤）、吹越砂丘（砂丘・風紋）が選定されている。

動物

既存資料により確認された動物相の概況は、哺乳類３７種、鳥類３０５種、爬虫類７種、
両生類１２種、昆虫類９８２種、魚類２５種、底生動物２３種であった。重要な種として、
哺乳類１３種、鳥類１２２種、爬虫類１種、両生類４種、昆虫類９７種、魚類１２種、底生
動物２３種であった。また、対象事業実施区域には、注目すべき生息地は存在しない。

植物

既存資料により確認された植物は１，４８８種であった。重要な種は１５１種であった。
重要な植物群落として、「横浜町向平のヨシ湿原」、「物見崎海崖植物群落」、「桧木在
八幡神社海浜植生自然林」があるが、対象事業実施区域内には重要な植物群落は分
布しない。

生態系

対象事業実施区域及びその周辺の生態系は、１９区分に類型区分される。「山地の自
然植生」、「山地の草地」、「山地の植林」が大半を占める。対象事業実施区域には植
物学的に定義された自然植生が分布するほか、代償植生のうち比較的自然度の高い
ブナ-ミズナラ群落が分布する。また、尾根を挟んで東側を中心に保安林が分布する。
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景観

対象事業実施区域及びその周囲は、下北半島を縦断する山地の尾根部と、丘陵地に
広がる人工林、耕作地で形成される。主な景観構成要素は、比較的起伏が小さい山地
上に広がる樹林と、丘陵地に広がる耕作地となる。対象事業実施区域及びその周囲に
おける景観資源として、「吹越烏帽子岳南斜面」、「下北段丘」、「泊海岸」、「泊のガラ
穴」など１１箇所がある。また、主要な眺望点として、「物見崎」、「ホタテ観音展望台」、
「横浜町砂浜海岸コテージ村」など６地点がある。

触れ合いの活動
の場

対象事業実施区域及びその周辺における、主要な人と自然との触れ合いの活動の場
として、「浜奥内海水浴場」や「横浜町砂浜海岸コテージ村」など人が集まる場所が存
在している。

廃棄物等

対象事業実施区域及びその周囲４市町村における一般廃棄物処理の状況は、一般廃
棄物の総排出量はむつ市が２８，３７０ｔと最も多く、次いで六ヶ所村が６，０７９ｔ、東通
村が２，２９１ｔ、横浜町が１，８７２ｔとなっている。また、対象事業実施区域から概ね５０
ｋｍ圏内における一般廃棄物処理施設が３０箇所、産業廃棄物処理施設が29箇所と
なっている。

その他
（教育・医療・福祉施設の配
置状況、公園指定等環境保
全地域区域指定状況、既設

風力設置状況等）

対象事業実施区域及びその周辺における環境保全上配慮すべき施設は、２６箇所あ
る。また、対象事業実施区域には、住宅は存在しない。対象事業実施区域の周囲で
は、直近の集落までの距離は、むつ市及び横浜町は２．０ｋｍ以上離れており、東通村
及び六ヶ所村では約１．６ｋｍとなっている。
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参考項目との差異 別紙参照

方法書Ｐ．２０１～Ｐ．２５０参照

住民意見の概要及び事業者見解：資料２－３参照
関係都道府県知事意見：資料２－４参照

環境審査顧問会風力部会の意見を聞いた上、対象事業に係る環境影響評価の項目
並びに調査、予測及び評価の手法について必要な意見を記載する。

本審査書は事業者から届出された環境影響評価方法書を基に作成したものである。備考

審査結果

住民意見の概要及び事
業者見解・関係都道府県
知事意見

調査・予測・評価の手法
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（ 別紙 ）

　以下の項目については選定しない。

　　環境要素の区分：一般環境中の放射性物質について調査、予測及び評価されるべき環境要素（放射線の量）

　　影響要因の区分：工事の実施（工事用資材等の搬出入、建設機械の稼働、造成等の施工による一時的な影響）
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